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た。また多変量解析ではCRP値の上昇はプラーク破裂の発現のみが関連した。 
結論としてCRP値の上昇は破裂したプラークの発現と相関していることが示された。急性心筋梗塞発症時にお
けるCRP値の上昇は、プラーク破裂への炎症機転の関与を示唆するものと考えられた。 
以上の研究は急性心筋梗塞患者におけるCRPと病変形態についての検討であり、急性心筋梗塞発症の病態解明
に貢献するものである。よって、本研究者は、博士（医学）の学位を授与されるに値するものと認められた。 
